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県内主要内湾における有機スズ化合物による内分泌

撹乱作用の実態（イボニシの雌の雄性化現象） 
ね ら い：本県内湾におけるイボニシの雌の雄性化現象の実態を明らかにする。 
成果の特徴：地点別の雄性化率と RPL Index（雌の平均ペニス長/雄の平均ペニス長×100） 

を明らかにした。 
成果の活用面：有機スズ化合物濃度は今後低減していくことが予測されることから、将来 

同様の調査を実施することにより生物への影響がどのように変化したのか

検証できる。 
[具体的データ ] 
 調査した地点の雄性化率は 54.1～100％、RPL Indexは 6.6～41.8であった。 
 これらの値が低かったＥ地点は外海に直接面する地点であり、有機スズ化合物の影響が小さか

ったものと判断された。逆に RPL Indexが最も大きな値となったＦ地点は閉鎖性の強い内湾で
あった。 
 イボニシの雄性化現象に関する全国的な調査や隣県の調査結果が公表されているが、今回の結

果はそれらと比較して同等のものとなっている。 

県内各地で採集したイボニシの雄性化率とRPL　Index
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